
提案様式第１号
企画提案書
　１　競輪事業の理解に関する項目
	広島競輪場の現状分析及び基本方針
	配点
	　５／110点
	評価点
	　　点

	　　現在の競輪事業が置かれている経営環境や他の公営競技・競輪場との相違点等も考慮した上で、広島競輪場の現状分析を詳細に行い、課題等を明確に抽出すること。また、それら課題等への対応を踏まえるとともに、広島市が競輪事業を包括委託する趣旨を十分理解した上で、広島市競輪事業の今後の方向性（「今後の競輪事業について」（平成30年9月6日公表））を見据え、受託に当たっての基本方針を記載すること。



　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。
提案様式第２－⑴－①号
企画提案書
　２　運営に関する項目
	⑴　運営体制
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　３年間という長期にわたって競輪事業を安定的に運営するための人的資源の確保の観点から、専門知識やノウハウを有したスタッフを何人、どのように確保するのかを記載し、確保したスタッフの役割分担や指揮命令系統を明確にすること。また、例えば運営体制を支えるスタッフが欠ける、あるいは運営体制のスタッフだけでは不足するなどの非常時において、受託者としてどのように現場をバックアップするのかを記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。
提案様式第２－⑴－②号
企画提案書
　２　運営に関する項目
	⑴　運営体制
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　お客様からのクレーム、老朽化した施設の破損、投票機器等の故障、火災・地震等の災害などにどう備えるか、また、実際に発生した場合にどのように対応するか（危機管理体制）を記載すること。併せて、業務を通じて得たお客様に係る個人情報等の管理体制についても記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第２－⑵－①号
企画提案書
　２　運営に関する項目
	⑵　運営能力
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　提出した財務諸表を踏まえ、自らの経営状況・財政状況について自己評価を行うこと。




　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第２－⑵－②号
企画提案書
　２　運営に関する項目
	⑵　運営能力
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　当該業務及び類似の業務の受託実績及びその成果について記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第２－⑶号
企画提案書
　２　運営に関する項目
	⑶　周辺地域への配慮
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　ごみ、騒音、交通安全、違法駐車・駐輪など、競輪場の存在により周辺地域で発生する諸問題等への対策について記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第２－⑷号
企画提案書
　２　運営に関する項目
	⑷　地域経済への貢献
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　警備、清掃等の業務の再委託に係る市内の中小事業者等の活用など、業務の受託に伴う地域経済への貢献について記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第２－⑸号
企画提案書
　２　運営に関する項目
	⑸　社会的評価に値する取組実績
	評価点
	　５／110点
	得点
	　点

	　障害者雇用、子育て支援、男女共同参画、環境施策及び自転車競技をはじめとするスポーツ振興等を通じた地域貢献など、これまでの社会的評価に値する取組の実績について記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第３－⑴号
企画提案書
　３　業務の効率化に関する項目
	⑴　車券の発売・払戻業務の効率化
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　受託後の車券の発売・払戻業務に係る従事員の配置計画や窓口の運用計画について、市営開催・場外開催の別やレースグレード毎に分けて記載すること。その際、効率化の内容が具体的に分かるような記載とすること。なお、現行の車券発売・払戻方法を変更する提案を行う場合は、それが実現可能であるとする根拠を記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第３－⑵号
企画提案書
　３　業務の効率化に関する項目
	⑵　車券の発売・払戻業務以外の業務の効率化
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　発売・払戻業務以外の業務の効率化策について記載すること。その際、効率化の内容が具体的に分かるような記載とすること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第４号
企画提案書
　４　集客向上に関する項目
	　集客向上策
	配点
	　20／110点
	評価点
	　点

	　　これまで行われた集客向上策の継続性や発展性を考慮し、新規のお客様の来場促進や馴染みのお客様の競輪離れ防止に効果的なお客様サービス、イベント等の企画案を記載するとともに、広島市競輪事業の今後の方向性（別添資料「今後の競輪事業について」（平成30年9月6日公表））を見据えて、競輪場を有効活用したスポーツ・レジャーなど市民サービスの向上につながるサービス、イベント等の企画案を記載すること。ただし、いずれも、費用対効果も踏まえた実現性のある内容とすること。



　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第５－⑴－①号
企画提案書
　５　収支に関する項目
	⑴　市営開催・場外開催別の車券売上
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	　　市営開催及び場外開催それぞれに係る売上向上策について記載すること。なお、市営開催分については、さらに発売形態別（場内・場外・電話投票（民間ポータルサイト含む））に分けて記載すること。
ただし、売上に直結するとともに、費用対効果も踏まえた実現性のあるものとすること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

提案様式第５－⑴－②号
企画提案書
　５　収支に関する項目
	⑴　市営開催・場外開催別の車券売上
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	次ページの前提条件に留意した上で、市営開催・場外開催別の車券売上見込額について、それぞれ年度別、レースグレード別に分けて記載すること。

また、市営開催分については、さらに発売形態別(場内・場外・電話投票（民間ポータルサイト含む）)も記載すること。

なお、いずれの場合にも、これまでの実績や今後取り組む集客・売上向上策の成果を踏まえ、算出根拠を明らかにすること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。
提案様式第５－⑴号の参考

車券売上見込み算出に当たっての前提条件

ア　市営開催分

(ア)　各年度の発売日数は次のとおりとすること。
　　  　 ＧⅢ：４日（１節）、ＦⅠ：18日（６節）、ＦⅡモーニング７：36日（12節）、合計：58日（19節）
(イ)　各年度の単売・併売の内訳は次のとおりとすること。
ａ　単売（８日）
ＧⅢ：４日、ＦⅠ：４日、ＦⅡ：なし
　　　ｂ　併売（50日）
　　　　　ＦⅠ：14日(場外のＧⅢとの併売が４日、ＦⅠとの併売が10日)
ＦⅡ：36日（場外のＧⅠとの併売が15日、ＧⅢとの併売が11日、ＦⅠとの併売が10日）
(ウ)　平成33年度については、ＦⅠ：18日（６節）のうち３日（１節）は西日本カップを開催するものとする。なお、過去、広島競輪場で開催した西日本カップの売上は次のとおりである。
（単位：円）

	日　　程
	車券売上
	（　内　訳　）

	
	
	本　場
	電　投
	場　外
	民間ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

	H27.6/13(土)～15(月)
	1,686,178,500
	66,502,200
	229,823,700
	1,365,970,400
	23,882,200

	H30.4/28(土)～30(月・休)
	1,562,252,000
	53,141,600
	223,143,900
	1,145,868,200
	140,098,300


イ　場外開催分

(ア)　各年度の発売日数は次のとおりとすること。
ＧＰ:３日、ＧⅠ:30日、ＧⅡ:11日、ＧⅢ:154日、ＦⅠ:142日、全プロ:２日、合計：342日
(イ)　各年度の単売・併売の内訳は次のとおりとすること。
ａ　単売（292日）

ＧＰ:３日、ＧⅠ:15日、ＧⅡ:11日、ＧⅢ:139日、ＦⅠ:122日、全プロ:２日

ｂ　併売（50日）
ＧⅠ:15日、ＧⅢ:15日、ＦⅠ:20日
(ウ)　場外開催を複数同時に行う場合には、発売に係るレースグレード、日数等をよく整理しておくこと。
提案様式第５－⑵号
企画提案書
　５　収支に関する項目
	⑵　市営開催分の受託額
	配点
	　５／110点
	評価点
	　点

	市営開催分の受託額について、年度別に分けて記載すること。

　なお、これまでの実績や今後取り組む効率化の成果を踏まえ、その算出根拠を明らかにすること。
※　消費税及び地方消費税率は、平成31年９月30日までを８％、10月１日以降を10％として記載すること。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。
提案様式第５－⑶－①号
企画提案書
　５　収支に関する項目
	⑶　場外開催分の受託率
	配点
	①号～③号計

５／110点
	評価点
	　点

	　　場外開催分の受託率について、年度別、レースグレード別に分けて記載すること。

なお、これまでの実績や今後取り組む集客・売上向上策の成果を踏まえ、その算出根拠を明らかにすること。

〈平成31年度〉　

	区　分
	ＧＰ

ＧⅠ

全プロ
	ＧⅡ

サマーナイト

含む
	ＧⅢ
	ＦⅠ

ＦⅡ
	全Ｒ併売

(市営開催との併売に限る)
	合　計

	
	
	
	
	
	ＧⅠ 
	ＧⅢ
	ＦⅠ
	

	請求上限率　Ａ
	14.04％
	14.40％
	15.12％
	16.20％
	14.04％
	15.12％
	16.20％
	－

	受託率　Ｂ
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	－

	売上見込Ｃ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｃ×Ａ　Ｄ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｃ×Ｂ　Ｅ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｄ－Ｅ　Ｆ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	　※１　Ａの請求上限率のうちＦⅠ分については、中四国地区内の開催や西日本カップの場合、実際には異なる率を用いているが、提案に当たってはすべて表中の率を用いること。
また、平成31年10月１日からの消費税率等の引上げに伴って引き上げられる可能性があるが、提案に当たっては、３年間同じ率を維持するものとして提案すること。

なお、期間中途で率が引き上げられた場合は、適切な措置を講じることとする。

　※２　Ｃは提案様式第５－⑴－②号で算出した場外開催時の車券売上見込額を記載すること。
　※３　Ｄは場外開催場へ開催経費として請求する上限額である。
　※４　Ｅは受託者の収入額（固定経費込み）である。
　※５　Ｆは本市の収入額である。

　(注)　場外開催分の発売日数、単売・併売の内訳は、提案様式第５－⑴号の参考「車券売上見込み算出に当たっての前提条件」の「イ　場外開催分」を参照のこと。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。
提案様式第５－⑶－②号
企画提案書
　５　収支に関する項目
	⑶　場外開催分の受託率

	　　場外開催分の受託率について、年度別、レースグレード別に分けて記載すること。

　　なお、これまでの実績や今後取り組む集客・売上向上策の成果を踏まえ、その算出根拠を明らかにすること。
〈平成32年度〉　

	区　分
	ＧＰ

ＧⅠ

全プロ
	ＧⅡ

サマーナイト

含む
	ＧⅢ
	ＦⅠ

ＦⅡ
	全Ｒ併売

(市営開催との併売に限る)
	合　計

	
	
	
	
	
	ＧⅠ 
	ＧⅢ
	ＦⅠ
	

	請求上限率　Ａ
	14.04％
	14.40％
	15.12％
	16.20％
	14.04％
	15.12％
	16.20％
	－

	受託率　Ｂ
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	－

	売上見込Ｃ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｃ×Ａ　Ｄ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｃ×Ｂ　Ｅ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｄ－Ｅ　Ｆ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	※１　Ａの請求上限率のうちＦⅠ分については、中四国地区内の開催や西日本カップの場合、実際には異なる率を用いているが、提案に当たってはすべて表中の率を用いること。

また、平成31年10月１日からの消費税率等の引上げに伴って引き上げられる可能性があるが、提案に当たっては、３年間同じ率を維持するものとして提案すること。

なお、期間中途で率が引き上げられた場合は、適切な措置を講じることとする。

　※２　Ｃは提案様式第５－⑴－②号で算出した場外開催時の車券売上見込額を記載すること。

　※３　Ｄは場外開催場へ開催経費として請求する上限額である。

　※４　Ｅは受託者の収入額（固定経費込み）である。

　※５　Ｆは本市の収入額である。
　(注)　場外開催分の発売日数、単売・併売の内訳は、提案様式第５－⑴号の参考「車券売上見込み算出に当たっての前提条件」の「イ　場外開催分」を参照のこと。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。
提案様式第５－⑶－③号

企画提案書
　５　収支に関する項目

	⑶　場外開催分の受託率

	　　場外開催分の受託率について、年度別、レースグレード別に分けて記載すること。

　　なお、これまでの実績や今後取り組む集客・売上向上策の成果を踏まえ、その算出根拠を明らかにすること。

〈平成33年度〉　

	区　分
	ＧＰ

ＧⅠ

全プロ
	ＧⅡ

サマーナイト

含む
	ＧⅢ
	ＦⅠ

ＦⅡ
	全Ｒ併売

(市営開催との併売に限る)
	合　計

	
	
	
	
	
	ＧⅠ 
	ＧⅢ
	ＦⅠ
	

	請求上限率　Ａ
	14.04％
	14.40％
	15.12％
	16.20％
	14.04％
	15.12％
	16.20％
	－

	受託率　Ｂ
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	％
	－

	売上見込Ｃ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｃ×Ａ　Ｄ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｃ×Ｂ　Ｅ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	Ｄ－Ｅ　Ｆ
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円
	千円

	※１　Ａの請求上限率のうちＦⅠ分については、中四国地区内の開催や西日本カップの場合、実際には異なる率を用いているが、提案に当たってはすべて表中の率を用いること。

また、平成31年10月１日からの消費税率等の引上げに伴って引き上げられる可能性があるが、提案に当たっては、３年間同じ率を維持するものとして提案すること。

なお、期間中途で率が引き上げられた場合は、適切な措置を講じることとする。

　※２　Ｃは提案様式第５－⑴－②号で算出した場外開催時の車券売上見込額を記載すること。

　※３　Ｄは場外開催場へ開催経費として請求する上限額である。

　※４　Ｅは受託者の収入額（固定経費込み）である。

　※５　Ｆは本市の収入額である。
　(注)　場外開催分の発売日数、単売・併売の内訳は、提案様式第５－⑴号の参考「車券売上見込み算出に当たっての前提条件」の「イ　場外開催分」を参照のこと。


　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。
提案様式第５－⑷号

企画提案書
　５　収支に関する項目

	⑷　収益保証額
	配点
	　20／110点
	評価点
	　点

	本市に対し保証する収益額（下限額：毎年度2億4,000万円）について記載すること。

なお、本市の決算状況（次ページ）や今後取り組む効率化の成果及び集客・売上向上策の成果を踏まえ、算出根拠を明らかにすること。




　　Ａ４版２枚以内で具体的に記載すること。

